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運輸事業者運行支援緊急対策費(第５弾) 
岩手県では、全国的な燃料価格高騰により、県内貨物自動車運送事業者における燃料コストの増加

が深刻化をうけ、影響を受けている事業者の安全かつ安定した貨物輸送の維持・確保を図るため、燃

料購入費の一部を支援する事業を令和７年１月 30 日（木）から開始します。 

なお、申請書類の提出先は公益社団法人岩手県トラック協会となり、別添の概要チラシもご参照くだ

さい。また、岩手県トラック協会のホームページにも詳細が掲載されております。 

商工会でも、申請書類の作成支援を承りますので、ご相談ください。 

 

【支援金額】 

  ◎ 交付申請のあった対象車両の数に 21,000 円を乗じた額。 

例）対象車両数 10 台×21,000 円＝210,000 円 

                                            ↑ 支援金の内容 ↑ 

【申請受付期間】 

◎ 令和７年１月 30 日(木)～令和７年４月 25 日(金) 

 

【支給対象事業者(次のいずれにも該当する事業者)】 

  ◎ 支援金申請書類提出時点において、貨物自動車運送事業に必要な許可、認可又は届出の全て

を有し、県内で当該貨物自動車運送業を継続して営んでいる事業者。 

  ◎ 県内に本社を置く事業者又は県内に支店・営業所等を有する中小企業基本法（昭和 38 年法

律第 154 号）第２条第１項に規定する中小企業者であること。 

 

【支給対象車両(次のいずれにも該当する車両)】 

  ◎ 支援金申請書類提出時点において、現に営業用として保有する被けん引車を除くトラック等 

※貨物軽自動車を含む 

  ◎ 東北運輸局岩手運輸支局に登録されている車両であること。 

※「岩手」ナンバー、「盛岡」ナンバー又は「平泉」ナンバー 

  ◎ 支援金申請受付期間内において、県が実施する燃料費価格高騰に係る他の支援金又は交付

金の支給を受けていない車両であること。 

 

【申請書類】 

  ◎ 第１弾～第４弾まで受給経験がある場合と、初めての申請では提出書類が異なります。 

詳細は別添の概要チラシや岩手県トラック協会のホームページをご参照ください。 

～ 今年の節分は 2 月 2 日 ～ 

節分は“立春の前日”のため、令和 7 年は 2 月 3 日では無く、『2 月 2 日』です。 

1 年は「365 日＋6 時間弱」のため、暦とズレが生じるため、4 年に一度の調整が入り、 

令和 3 年（2021 年）の節分も 2 月 2 日でした。 

ちなみに、豆はいくつ食べますか？「年の数」と「年の数プラス 1」 



 

くるみの食物アレルギー表示が義務化 

くるみによるアレルギー症例数の増加等を踏まえ、令和 5 年 3 月 9 日、食品表示基準が改正され、

食物アレルギーの義務表示対象品目（特定原材料）に「くるみ」が追加されています。 

くるみの表示については、令和 7 年 3 月 31 日までの経過措置期間（事業者が表示の切替えを行う

期間）が設けられています。令和 7 年 4 月 1 日からは義務化となります。 

アレルギー表示対象品目 

必ず表示される 8 品目 

（特定原材料） 

えび、かに、くるみ、小麦、そば、卵、乳、落花生（ピーナッツ） 

表示が勧められている 20 品目 

（特定原材料に準ずるもの） 

アーモンド、あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッツ、 

キウイフルーツ、牛肉、ごま、さけ、さば、大豆、鶏肉、バナナ、 

豚肉、まつたけ、もも、やまいも、りんご、ゼラチン 

 

                           事業環境変化に伴う支援を商工会では展開しています。 

                           専門家派遣事業等を活用し、消費者や取引先に対し、 

                           安心安全な食材を提供する環境整備をお手伝いします。 

 

↑消費者庁（食物アレルギー表示に関する情報）  

中小企業生産性革命推進事業に向けた事前支援 
商工会では、来年度（令和７年度）に向けた生産性向上への補助金申請について、事前支援を開始

しています。中小企業生産性革命推進事業の内容は以下のとおりです。 

 

★ 販路拡大に向けた取り組みを応援する補助金 ★ 

   「小規模事業者持続化補助金」 

    機械装置、広告宣伝費、ウェブサイト関連費、展示会出展費などの         ↑各種補助金 

「販路開拓に向けた取組み」に活用が可能な補助金です。 

補助率は２／３、補助額は５０万円（通常枠）～２５０万円（特例枠） 

 

★ 生産性向上や新商品・新サービス開発に向けた取組みを応援する補助金 ★ 

   「ものづくり補助金」 

    機械装置、システム構築費、技術導入費、クラウドサービス利用料などの「生産性向上や新商 

品・新サービス開発に向けた取組み」に活用が可能な補助金です。 

補助率は、小規模事業者２／３、中小企業１／２ 

補助額は、７５０万円（通常枠）～２，５００万円 ※グローバル枠は３，０００万円上限 

 

★ 事業承継に向けた取組みを応援する補助金 ★ 

   「事業承継・M&A 補助金」 

    ５年以内の事業承継による設備投資や処分費、また、M＆A による相談費用などに活用が可能 

な補助金です。 

補助率や補助額は、申請枠によって異なります。 

【 詳細は、軽米町商工会ホームページをご参照ください。 】 


